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 成果は、学生が手持ちの言語的表現を駆使して、自分が言いたいことを LA に伝え、
両者の間で共通理解が得られたこと、また、これまで日本語使用場面においてできなか
ったことが今後同じ状況に遭遇した際には達成できるという自信が得られたことであ
る。学生自身も、本授業での場面や状況を意識した学びが自身の日本語表現を増やし、
勉強になったと評価している。オンラインゆえの今後の課題として、発話に伴った身振
りや表情などの非言語的側面をどう育成、評価していくかが挙げられる。 
